
【FAV HOTEL 広島スタジアム】起用作品・作家紹介

「Hoo!Hey!」（左）「Scratch Works Yay!Yay!No.10」（右）
岡部志士（Yukihito Okabe）氏／希望の園（三重県）

1994年生まれ。自閉症。まつさかチャレンジドプレイス希望の園在籍。クレヨンを塗って面を創り、色を消すようにニード
ルで削ってできたクレヨンのカスを集めて、粘土のようにして遊びながら作品を創る。 近ではボードやキャンバスに、ク
レヨンにポスターカラーを加え着色した面をニードルで削るといったように、制作方法にも幅がでてきている。実はその削

りカスを集めてできたかたまり（本人はコロイチと呼んでいる）こそが本人にとって本当の作品であり、結果としてできた絵

画はただの削り残したカスであり興味はない。

「（無題）（青）」

工藤みどり（Midori Kudo）氏／るんびにい美術館（岩手県）

ある時はふわふわと、夢見るように周囲の誰かに笑顔で話しかけていたり。またある時は、一人自分の内側の世界に深

く意識を沈めていたり。工藤のまなざしは、彼女の心だけに映る何かを追いかけてたゆたう。工藤の制作は、瞑想から生

み出されるような果てしなさがある。自分が今なにかを作り出しているという意識はあるのだろうかーー。彼女が描く時、

縫う時、あるいはよくわからない「なにか」をしている時。ふとそんな疑問を感じさせる、不思議な空気が彼女の制作には

漂っている。



「数字」

小林覚（Satoru Kobayashi）氏／るんびにい美術館（岩手県）

よく見ると、いろいろな数字がつなげて描かれているのがわかる。小林は養護学校中等部の在学中に、日記も作文もす

べての文字を独特の形にアレンジして書くようになった。 初め学校の先生も何とか直せないかと苦心したが、やがてこれ
を魅力的な造形表現ととらえることに切り替える。 これを転機に、彼の表現は多くの人に喜びを与えるアートとして羽ばた
き始めた。彼の好きな音楽家はビリー・ジョエル、クイーン、井上陽水、スピッツ、THE BOOM。そして散歩が大好き。

「（無題）（丸）」

佐々木早苗（Sanae Sasaki）氏／るんびにい美術館（岩手県）

絵画のみならず織り物、切り紙、刺繍など、いずれも緻密で色彩と構成の妙に富む様々な表現を生み出し続けている。彼

女は一つの仕事に数か月から数年集中して取り組んだあと、不意にやめて別の仕事に移るのが常。2019年以降彼女が
打ち込んでいるのは、丸く切り抜いた紙をいくつもの色で同心円状に彩色し、塗り終わった紙を壁に並べて貼っていくこ

と。



「festival」
SATO氏／個人（ボストン）

本名・本山慧（もとやまさとる）。1999年米国ボストン生まれ、メガネと補聴器をかけた、身長120cmのアーティスト。軽度
難聴をもつ低出生体重児として、小さく生まれ、ゆっくり育つ。10歳のサマーキャンプで、水彩画と出会う。以来、自宅で
も、毎日１枚の絵を描くようになった。好きな音楽を聴きながら、その日選んだ２〜３色で、大判画用紙を埋め尽くしていく

スタイルは変わらない。米国製グランバッハー社の透明感ある水彩絵の具24色セットを愛用している。地元のサポートグ
ループ「ボストンスペシャルニーズ（BSN）」メンバーとして、数々のアートフェアに出品。余暇には、ボストンのさまざまな
アートクラスで、さをり織り、ピアノ、ダンスを楽しんでいる。散歩しながら、鉄塔と通風口の写真を撮るのが好き。絵本「バ

ムとケロ」シリーズの大ファン。

「宇宙」

Fumie Shimaoka氏／個人（大阪府）

幼い頃から、机に向かって集中して手指を動かす作業が好きで、モンテッソーリ教室に楽しく通っていた。折り紙が得意な

ところを見込まれて、ホテルでナプキン等のリネンを畳む仕事に就き、余暇として習字やリリアン、編み物をしながら過ご

していた。そんな中、ある日突然、ダウン症の方に多い円錐角膜による症状のひとつである急性水腫を発症し、一時は失

明も危惧されたが奇跡的に回復し、コンタクトレンズ治療によって視力を矯正できた後から、自ら手持ちの水性ペンで大

胆に細やかな線画を描き始めた。彼女の作品の特徴は、独特の色彩感覚でコツコツとちいさなマルやセルを繋げ、好き

なモノや想いを描く。当初は、モノクロの作品を描いていたが、次第にたくさんの色を持ち、形を変え、欠片は増殖してい

き徐々に現在の作風が確立されていった。高校卒業時の色紙に彼女が記した座右の銘は、「人生予期しないことが起こ

るからおもしろい」。現在は、作業所に通いながら、家族と夕食を囲んだ後のテーブルで、のんびりと創作活動を楽しむ毎

日を過ごす。

「迷路」

高田祐（Yu takada）氏／自然生クラブ（茨城県）

東京都出身。伊奈特別支援学校高等部に在学中から、自然生クラブの太鼓ワークショップに参加し、抜群のリズム感を

披露していた。2001年より自然生クラブのメンバーとなり、農作業や絵画、ダンスなどの表現活動に取り組み、ベル
ギー、香港、デンマークなど海外公演にも参加。田楽舞いの太鼓で、中心的役割を果たす。ダウン症、健康上の不安を抱

えながらも豊かな感受性と想像力で、その表現の幅を広げている。2013年秋、個展「色彩の迷路展」を開催。



「ワープロ」

八重樫道代氏（Michiyo Yaegashi）氏／るんびにい美術館（岩手県）

ブラシマーカーを用い、躍動に満ちた膨大な形と色彩がひしめく緻密な画面を生み出す。 小さな頃から塗り絵が好きだっ
たが、初めて「自分の絵」を描き始めたのは19歳の時。 以来、堰を切ったように鮮烈な色彩と精緻な構成からなる作品を
次々に生み出していった。「ワープロ」「おりがみ」というタイトルは、アーティスト自身がつけたものである。

「（無題）（家）」

八重樫季良（Kiyoshi Yaegashi）氏／るんびにい美術館（岩手県）

一見抽象的な幾何学パターンを描いたように見える絵だが、それが独自のアレンジによって描かれた建築物だと知った

ら多くの人が驚くだろう。 この表現様式を八重樫は子どもの頃、誰に習うことなく独創によって生み出し、以来半世紀余り
にわたってこのただ一つのスタイルで創作し続けて来た。その作品数はおそらく数千点に及ぶと思われる。

「ユニバーサル」

和田成亮（Shigetaka Wada）氏／アトリエ・ブルート（愛知県）



1993年生まれ。動物や飛行機など、様々な絵を描いてきた。現在はブランドのロゴにインスパイアされたかのような作品
を描いている。その手法は多岐に渡り、時として斬新な画法を生み出す。 近では、石けんの泡で絵を包み込むという手

法にこだわっている。いつも本能のまま生きている彼は、類まれなる身体能力を持ち、部屋の中でも外でも飛び跳ねてい

ることが多い。そんなバイタリティを持っているからこそ、新しい発想ができるのかもしれない。


